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絵
画

日
本
美
術

鑑
賞

燕
か き つ ば た

子花図
ず

屏
びょう

風
ぶ

（国宝・右隻）［紙本金地着色・六曲一双／
150.9×338.8cm］18世紀 根

ね

津
づ

美術館蔵［東京都］

尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん

［1658～1716］
平安時代の物語文学「伊勢物語」第九段、カキツバタの名所・八つ橋で
詠じられた和歌などに着想を得て描かれたと言われる。屏風の折りによる
画面の角度で、より奥行きが強調されるようにカキツバタが配置されてい
る。

P119    光琳

屏風絵
横に連なった一つの面を
「扇

せん

」、折れ曲がった扇の数に
よって、「二曲」「四曲」「六曲」
と呼びます。右の図は六曲で
す。屏風を数える単位は「隻

せき

」
で、左右で一組になったもの
は「双

そう

」となります。

和の空間
屏風絵・襖

ふすま

絵
え

・掛
か け

軸
じ く

といった日本の伝統的な美術は、
家屋や家具の一部として暮らしの中で愛されてきました。
これらは部屋の中で自然などを
楽しもうとする美意識の表れであると同時に、
訪れる人へのもてなしの表現でもあります。

右

六曲一
いっ

隻
せき

左
第
一
扇

第
二
扇

第
三
扇

第
四
扇

第
五
扇

第
六
扇

襖
部屋と部屋の仕切り。
取り外せば大きな部屋と
して使える。

屏風
絵によって部屋を飾る。
広い部屋を区切る使い
方もある。

掛軸
部屋の上座にある「床の間」に飾り、季
節や行事などによって掛け替える。掛
軸と共に工芸品などを飾ることもある。

成田国際空港
南ウィング盛況の圖

ず

［水彩・ペン・紙／96.5×76 cm］ 
2005

山
やま

口
ぐち

 晃
あきら

［群馬県・1969～］
撮影：宮

みや

島
じま

 径
けい

過去と現在、日本と西洋など
様々なものが渾

こん

然
ぜん

一体となって
自由に表現されている。金雲や
鳥
ちょう

瞰
かん

的な視点に加えて、天井
や壁の一部を描かずに室内を見
えるように描く吹

ふき

抜
ぬき

屋
や

台
たい

など、や
まと絵の手法を取り入れている
点が特徴だ。
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ピカソ ［木・漆
しっ

喰
くい

／
134.6×73.7×73.7cm］ 1977
シドニー・ジャニス画廊蔵 ［アメリカ］

エスコバル・マリソル 
［ベネズエラ・1930～2016］
写実的な表現の顔や足、木の角材その
ものを生かした胴体、漆喰を用いた手な
ど、表現や素材の異なる部材を組み合
わせて人物像を形づくっている。

シロクマ［大理石／23.6×47.2×13.4cm］
1923～33 群馬県立館

たて

林
ばやし

美術館蔵

フランソワ・ポンポン［フランス・1855～1933］
シロクマの重量感や動きの特徴を捉え、単純化し
た形で表現している。

1 表したいテーマが明確
になるように、いろいろな
方向からスケッチをする。

2  つくりたい像の高さや
幅、奥行きを確かめるよう
に、木材の各面にデッサ
ンを入れる。

3 のこぎりで各面に切り込
みを入れ、不要な部分を
彫り落とし、再びデッサン
を補う。

4 対象をいろいろな角度
から観察し、ねじれなど形
体の特徴を加えて彫り進め
る。

5 全体の調和を考えなが
ら細部の密度を高め、彩
色して完成させる。

くねったにぼし［彩色・バルサ／4×2.5×10cm］ 2015 

近
こん

正
しょう

匡
まさ

治
はる

［東京都・1975～］

特徴的な形を彫り出そう

特徴的な形の面白さをもつ対象を選び、彫像
に表しましょう。全体と部分のバランス、ね
じれや動勢などを捉え、自分のイメージと重
ね合わせながら制作しましょう。

蝉
せみ

3［着彩・木／2.3×7.2×3.1cm］ 1924

高
たか

村
むら

光
こう

太
た

郎
ろう

［東京都・1883～1956］
撮影：高

たか

村
むら

 規
ただし

女と動物
［大理石／38.2×20×22cm］ 1923～33

マルク・シャガール
［ロシア-フランス・1887～1985］
立方体の石材の角を生かし、重なり合う女
性と動物の横顔を浅浮き彫りで表している。

P114    シャガール

木
彫
で
は
こ
の
薄
い
翅は

ね

の
彫
り
方
に
よ
っ
て

彫
刻
上
の
面
白
さ
に
差
を
生
ず
る
。
こ
の
薄

い
も
の
を
薄
く
彫
っ
て
し
ま
う
と
下
品
に
な

り
、
が
さ
つ
に
な
り
、
ブ
リ
キ
の
よ
う
に
堅

く
な
り
、
遂つ

い

に
彫
刻
性
を
失
う
。高

村
光
太
郎

対象の表情や動きから感じ取ったイメージなどを基に、形や質
感、重心などの効果を考え、構想を練ったり鑑賞したりする。

表情や動きを捉えて彫像に表す
学習活動に、主体的に取り組む。

形や質感、量感、重心やバランス、動勢などの効果、全体のイ
メージなどを捉え、木や石などの材料の特性を生かして表す。

学びの
目標
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62

表
現
・
鑑
賞

彫
刻

抽
象
彫
刻
で
表
す

コラム｜

堀
ほ り

内
う ち

正
ま さ

和
か ず

の紙彫刻

堀内は彫刻の試作に、紙製の小さな模
型を数多くつくりました。思い通りの
形をつくりやすい厚紙を使ってつくり
ながら、自身のアイデアを考え、試
し、探っていたのです。

紙彫刻（ペーパー・スカルプチュア） 
1960～90年代
神奈川県立近代美術館蔵

堀内正和
撮影:佐

さ

藤
とう

克
かつ

秋
あき

円筒の二等分
［ブロンズ・御

み

影
かげ

石
いし

／
17×15×15cm］ 1969

堀
ほり

内
うち

正
まさ

和
かず

［京都府・1911～2001］

抽象彫刻で表す 　抽象彫刻の前に立ったとき、重心
の位置などから自分の方向に傾いて
くる感覚が生じたり、ねじれた形か
ら動きが感じられたりすることがあ
ります。それぞれの作品からどのよ
うな感情やイメージが感じられるで
しょうか。

自然物や人工物、
楽しい、悲しいなどの感情から形をイメージし、
重心やバランス、動きの感じなどを生かして、
存在感や美しさなどが感じられる抽象彫刻を制作しましょう。

横たわる女性像［ブロンズ／幅221cm］ 制作年不詳
ヘンリー・ムーア ［イギリス・1898～1986］
P115    ムーア

空間の鳥［ブロンズなど／
高さ本体135cm・台座149.2cm］ 1925～26
滋賀県立近代美術館蔵

コンスタンティン・ブランクーシ
［ルーマニア・1876～1957］
ブランクーシは対象の本質を表すことを探究
し、細部の表現にこだわらず、対象の形体を
単純化して表した。ブランクーシは鳥の飛

ひ

翔
しょう

に
ついて「私は生涯を通じて一つのこと、飛翔の
本質を追究してきた」と語っている。

P114    ブランクーシ
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ダダイスム á

　第一次世界大戦中にヨーロッパで起こり、その後
ニューヨークでも展開された運動。社会や文化に対する
抵抗や絶望感などを根底に、過去の伝統や文化を否定す
る反芸術的、虚無的な表現などを行った。1917年、フラ
ンスの美術家マルセル・デュシャンは、日ごろ見慣れた便
器に「泉」と名を付け展覧会に出品しようとして拒否され
た。彼は既製品（レディ・メイド）を日常から切り離して示
すことで、美術や創造の意味を問いかけたのである。

シュルレアリスム à～â

　超現実主義（シュルレアリスム）は、精神分析科医ジグ
ムント・フロイトの深層心理学に強い影響を受けたアンド
レ・ブルトンの、「シュルレアリスム宣言」（1924年）によっ
て興

おこ

った運動である。文学、美術など広い範囲に影響を
及ぼした。精神の解放を目指し心の奥底にある無意識の
世界を表現しようとしたものである。デカルコマニーな
どによる偶然性の利用、あり得ない物同士の組み合わせ
により違和感を生じさせるデペイズマンなどは、シュル
レアリスムの主要な技法である。代表的な作家に、マッ
クス・エルンスト、ジョアン・ミロ、ルネ・マグリット、サ
ルバドール・ダリが挙げられる。

エコール・ド・パリと素朴派 ä～å

　主に1920年代から第二次世界大戦前まで、世界の各地
から芸術の都・パリを訪れ、次々と展開される運動に関係
なく独自の画風をつくりだし、エコール・ド・パリと呼ば
れた画家たちがいた。イタリアの画家アメデオ・モディリ
アーニやロシア生まれのユダヤ系画家マルク・シャガール
らである。そのほかにはアンリ・ルソーのように、一見素
人を思わせる単純な形体や歪

わい

曲
きょく

、遠近法の無視などの表
現で独自の世界を描き、素朴派と呼ばれた画家もいた。

彫刻の展開2 ç～ë

　美術の多様な運動は彫刻家にも影響を与え、作品も
様々な展開を見せた。コンスタンティン・ブランクーシ
は、対象の本質を捉えそれを効果的に表現するため、対
象の細部を省略した作品を制作し、以降の彫刻に大きな
影響を与えた。また、ダダイスムの運動に参加し、シュ
ルレアリスム、抽象主義と多様な活動を展開したジャン・
アルプの有機的な抽象形体の作品や、幾何学的形体を組
み合わせ、バランスの原理と動力や風力を利用して動く
彫刻（モビール）を制作したアレクサンダー・カルダーの抽
象作品なども生まれた。
　オシップ・ザッキンはキュビスムの考え方で対象を幾何
学的形体に分解し再構成した。アルベルト・ジャコメッ
ティはキュビスムやシュルレアリスムの影響を受けた作
品を制作していたが、戦後は独自の概念により細長く引
きのばされた独特の形体の人体を制作した。

第二次世界大戦後の美術  í～ó

　第二次世界大戦による世界的な混乱の後、多くの芸術
家がヨーロッパからアメリカに移住、亡命したことなど

P24・25    想像を形に

â 記憶の固執
［油彩・キャンヴァス／24.1×33cm］ 1931
ニューヨーク近代美術館蔵［アメリカ］
サルバドール・ダリ［スペイン・1904～89］

P24    ダリ

ã 私と村
［油彩・キャンヴァス／192.1×151.4cm］
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により、美術の中心はヨーロッパからアメリカに移り今
まで以上に多様に展開した。大戦後間もないニューヨー
クに、抽象的、表現主義的な活動をする画家たちが登場
した。中でも主にドリッピングの技法を使い、描く行為
自体に重要性を与えたアクション・ペインティングと呼ば
れる表現がある。大戦後から1950年代にかけてアメリカ
を中心に展開された多様な抽象絵画の運動を抽象表現主
義と呼び、代表的な作家にジャクソン・ポロックが挙げら
れる。また、パリで起こったアンフォルメルと呼ばれる
非具象の表現様式は、戦後美術に大きな影響を与えた。
　1950年代後半、日常を芸術に取り込み、芸術と日常と
の関係性を問い直す表現が生まれた。印刷物や廃材など
を直接画面に貼り込む表現を考案し制作したロバート・ラ
ウシェンバーグ、国旗や標的など日常目にする事物を描
いたジャスパー・ジョーンズなどである。このような作家
たちの運動はネオ・ダダと呼ばれた。
　1950年代のイギリスで、商業的な大衆社会のイメージ
を芸術として取り上げて生まれたポップ・アートは、ネ
オ・ダダによって開拓された現実を見つめ直す考え方を受
け、日常誰もが目にする写真や漫画などをモチーフとし
て活用したアンディ・ウォーホルやロイ・リキテンスタイン
などによって、アメリカで開花した。
　1960年代後半、美術を美術として成立させるものは何
かという考えのもと、平面か立体かを問わず用いる色彩
や形体の種類を極力少なくしたミニマル・アートと呼ばれ
る美術表現が生まれた。代表的な作家として、ドナルド・
ジャッドやフランク・ステラが挙げられる。

彫刻の展開3  ô～ö 

　彫刻では、古代彫刻の影響を受け、素朴で強じんな独
自のスタイルで騎馬像などを制作したマリノ・マリーニ、
イタリア・ルネサンスの伝統に学び、洗練されたフォルム
と微妙な肉付けで人物像を制作したジャコモ・マンズー、
骨や石などの自然物、原始彫刻などから示唆を受け、情
感豊かで抽象性の強い人体彫刻を数多く制作したヘン
リー・ムーアなどが代表として挙げられる。

今日の美術への展開  õ～ù 

　従来の展覧会的な美術ではなく、場所や環境に働き
かけ、自然の中に表現を見出す芸術として、アース・
ワーク（ランド・アート）も生まれた。作家としてはロ
バート・スミッソン、リチャード・ロングなどが挙げられ
る。一方、クリストとジャンヌ=クロードは都市の建物
などを丸ごと包む表現を行った。また、制作された物体
よりも思考や概念、観念に重きを置く考え方のコンセプ
チュアル・アートがジョゼフ・コスースらによって盛んに
発表された。加えて、神話や暴力、性、夢、死などを
主題に激しい筆致や色の対比で表す新表現主義、映像
メディアを用いたメディア・アートなども生まれた。新
表現主義ではジャン=ミッシェル・バスキア、メディア・
アートではナム・ジュン・パイクが知られている。パブ
リック・アートにおいても現代的かつ巨大なものがつく
られている。シカゴの市街地にはアニッシュ・カプーア
によるステンレス製の巨大な作品が設置されている。

î 旗
［顔料・蜜

みつ

蠟
ろう

・樹脂・
油彩・新聞紙・合板／
107.3×153.8cm］ 1954～55

ジャスパー・ジョーンズ
［アメリカ・1930～］

õ フルムーン・サークル 2004
ハウトンホール・コテージ蔵［イギリス］
リチャード・ロング［イギリス・1945～］

ô 枢
すう

機
き

卿
けい

［石／220×121×127cm］1979
埼玉県立近代美術館蔵
ジャコモ・マンズー
［イタリア・1908～91］

P59    マンズー

ù クラウド・ゲート
［ステンレススチール／10×20×13m］ 
2004［アメリカ］
アニッシュ・カプーア［インド～イギリス・1954～］

ö ゴスラーの戦士
［ブロンズ／124×300×122cm］ 1973～74

ヘンリー・ムーア［イギリス・1898～1986］

P62    ムーア

ñ た、たぶん
［アクリル・キャンヴァス／152×152cm］ 1965

ルートヴィッヒ美術館蔵［ドイツ］
ロイ・リキテンスタイン［アメリカ・1923～97］

ï キャンベル スープ缶
［合成塗料・キャンヴァス／
各50.8×40.6cm］ 1962
ニューヨーク近代美術館蔵
アンディ・ウォーホル
［アメリカ・1928～87］

P39    ウォーホル

ò 騎手の考え
［木／223.5×142×89.5cm］ 1956

マリノ・マリーニ［イタリア・1901～80］

ú 1つと3つのシャベル 
［木・鉄・写真／写真パネル：113.0×37.5cm
シャベル：97.0×25.5 定義パネル:45.0×72.0］
1965 滋賀県立近代美術館蔵
ジョゼフ・コスース［アメリカ・1945～］

ó 無題
［コールド・ロールド・
スチール／
各23×101.6×78.7cm］
1973
東京都現代美術館蔵
ドナルド・ジャッド
［アメリカ・1928～94］
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凸版画（木版画など）

平版画（リトグラフなど）孔版画（シルクスクリーンなど）

凹版画（銅版画など）
凸版画は絵柄のない部分を削って版を
つくり、凸部にインクを付けて刷る方
法である。木版画は版をつくるのが比
較的容易で材料が入手しやすい。畦地
の作品は力強い輪郭線などに素朴な味
わいが感じられる。

平版画（リトグラフ）は水と油の反発作用を利用して印
刷する。版面に油性の描画材で描き、版の上に水を薄
く引く。その上から油性インクを付けたローラーを転
がすと、水のある部分にはインクが付かず、描いたと
ころだけに付く。ぼかしやにじみなどを印刷できるの
が特徴で、ローゼンクイストは筆触の加減で立体的な
質感を表している。

孔版画は版の孔（穴）からインクを通過さ
せて刷る方法である。シルクスクリーン
ではインクを通す素材を枠に張ったスク
リーンに、目止めによってインクの通ら
ない部分をつくり、上からインクを刷り
込んで印刷する。靉嘔はシルクスクリー
ンの特性を生かして、色彩の段階的な変
化を鮮やかに表している。

凹版画は絵柄の部分を彫り込んで版をつく
り、その凹部（溝）にインクを詰め、プレス
機で圧力をかけて刷る方法である。版には
銅板が使われることが多く、版を直接削る
方法と腐食液を用いる方法（エッチング）な
どがある。浜口は最初に版全体を傷付け、
黒く印刷できるようにした後、図柄の部分
を磨き絵柄を浮き出させるメゾチントの技
法を用いている。

エキスポ67のための壁画
─ファイヤーポール 33'×17'
［リトグラフ／74.6×56.8cm］ 1967

ジェームズ・ローゼンクイスト［アメリカ・1933～2017］

ジャン・ケン・ポン ピース・サイン1
［シルクスクリーン／73.4×54.7cm］ 
1971 滋賀県立近代美術館蔵

靉
あい

嘔
おう

［茨城県・1931～］

青いぶどう［カラーメゾチント／
14.6×19.5cm］ 1956 

国立国際美術館蔵［大阪府］

浜
はま

口
ぐち

陽
よう

三
ぞう

［和歌山県・1909～2000］

P122    浜口

ささやき［多色木版・紙／
19.3×20.4cm］ 1978

畦
あぜ

地
ち

梅
うめ

太
た

郎
ろう

［愛媛県・1902～99］

紙

紙

ばれん プレス機

プレス機
スキージー

インク

インク

版

版

P32～37    浮世絵版画の魅力

P38・39    版で表す

版画は版のつくり方や印刷方法の違いから凸版画、凹版画、平版画、孔版画に
大きく分類することができる。木版画、銅版画、リトグラフ（石版画）、シルクスクリーンなどは
版に使う材料などから付けられた名称で、四つの分類のどれかに含まれる。

版画の種類

刷り紙

版木

見当板

引き付け見当 鍵見当

1 墨汁で黒く塗った版木の上に下絵
をのせ、間に白チョークを塗った転写
紙を挟み、上からなぞって版木に写す。

5 刷り上がった主版。彫り足りない部
分をさらに彫り、色版の下絵をつくる
ために見当に合わせ薄紙に再度刷る。

2 彫刻刀で彫る。版木が黒く塗って
あるので刷り上がりの状態が分かり
やすい。

6 薄紙に刷った主版に水性絵の具や色
鉛筆などで色を加え、色版の下絵をつ
くる。色数が多くならないようにする。

3 彫り上がった版木にローラーで油
性インクを付ける。水性絵の具で刷
る場合は絵の具に少量の糊

のり

を混ぜる。

7色版1 6でつくった下絵を裏返し、
見当に合わせて新しい版木に写す。
下絵に沿って彫り進め色版をつくる。

4 インクを付けた版木の上に、見当
に合わせて刷り紙を置き、当て紙を
当てて上からばれんで刷る。

8色版1＋色版2 7と同様にして2枚
目の色版をつくる。多色刷りをする
場合は普通淡い色から刷り重ねる。

ぶいぶい、A［木版・紙／20×25cm］ 2001　早
はや

川
かわ

純
じゅん

子
こ

［東京都・1970～］

多色刷り木版画のプロセス
多色刷り木版画のうち、比較的制作しやすい主

おも

版
はん

法を紹介す
る。主版法は始めに主となる版を制作し、その版を基にして
複数の色版をつくる方法である。多色刷りを行う場合は刷る
紙の位置を決めるための目印（見当）をつくり、印刷ずれしな
いようにする。版木全体を使って作品をつくる場合には図の
ような見当板をつくるとよい。 P32～37    浮世絵版画の魅力

紙

紙

インク

インク

版

版

144144

資
料

技
法

版
画
の
種
類
／
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
技
法

インク
スキージー

スクリーン

紙

版

凸版画（木版画など）

平版画（リトグラフなど）孔版画（シルクスクリーンなど）

凹版画（銅版画など）
凸版画は絵柄のない部分を削って版を
つくり、凸部にインクを付けて刷る方
法である。木版画は版をつくるのが比
較的容易で材料が入手しやすい。畦地
の作品は力強い輪郭線などに素朴な味
わいが感じられる。

平版画（リトグラフ）は水と油の反発作用を利用して印
刷する。版面に油性の描画材で描き、版の上に水を薄
く引く。その上から油性インクを付けたローラーを転
がすと、水のある部分にはインクが付かず、描いたと
ころだけに付く。ぼかしやにじみなどを印刷できるの
が特徴で、ローゼンクイストは筆触の加減で立体的な
質感を表している。

孔版画は版の孔（穴）からインクを通過さ
せて刷る方法である。シルクスクリーン
ではインクを通す素材を枠に張ったスク
リーンに、目止めによってインクの通ら
ない部分をつくり、上からインクを刷り
込んで印刷する。靉嘔はシルクスクリー
ンの特性を生かして、色彩の段階的な変
化を鮮やかに表している。

凹版画は絵柄の部分を彫り込んで版をつく
り、その凹部（溝）にインクを詰め、プレス
機で圧力をかけて刷る方法である。版には
銅板が使われることが多く、版を直接削る
方法と腐食液を用いる方法（エッチング）な
どがある。浜口は最初に版全体を傷付け、
黒く印刷できるようにした後、図柄の部分
を磨き絵柄を浮き出させるメゾチントの技
法を用いている。

エキスポ67のための壁画
─ファイヤーポール 33'×17'
［リトグラフ／74.6×56.8cm］ 1967

ジェームズ・ローゼンクイスト［アメリカ・1933～2017］

ジャン・ケン・ポン ピース・サイン1
［シルクスクリーン／73.4×54.7cm］ 
1971 滋賀県立美術館蔵

靉
あい

嘔
おう

［茨城県・1931～］

青いぶどう［カラーメゾチント／
14.6×19.5cm］ 1956 

国立国際美術館蔵［大阪府］

浜
はま

口
ぐち

陽
よう

三
ぞう

［和歌山県・1909～2000］

P122    浜口

ささやき［多色木版・紙／
19.3×20.4cm］ 1978

畦
あぜ

地
ち

梅
うめ

太
た

郎
ろう

［愛媛県・1902～99］

紙

ばれん プレス機

インク

版

P32～37    浮世絵版画の魅力

P38・39    版で表す

版画は版のつくり方や印刷方法の違いから凸版画、凹版画、平版画、孔版画に
大きく分類することができる。木版画、銅版画、リトグラフ（石版画）、シルクスクリーンなどは
版に使う材料などから付けられた名称で、四つの分類のどれかに含まれる。

版画の種類

刷り紙

版木

見当板

引き付け見当 鍵見当

1 墨汁で黒く塗った版木の上に下絵
をのせ、間に白チョークを塗った転写
紙を挟み、上からなぞって版木に写す。

5 刷り上がった主版。彫り足りない部
分をさらに彫り、色版の下絵をつくる
ために見当に合わせ薄紙に再度刷る。

2 彫刻刀で彫る。版木が黒く塗って
あるので刷り上がりの状態が分かり
やすい。

6 薄紙に刷った主版に水性絵の具や色
鉛筆などで色を加え、色版の下絵をつ
くる。色数が多くならないようにする。

3 彫り上がった版木にローラーで油
性インクを付ける。水性絵の具で刷
る場合は絵の具に少量の糊

のり

を混ぜる。

7色版1 6でつくった下絵を裏返し、
見当に合わせて新しい版木に写す。
下絵に沿って彫り進め色版をつくる。

4 インクを付けた版木の上に、見当
に合わせて刷り紙を置き、当て紙を
当てて上からばれんで刷る。

8色版1＋色版2 7と同様にして2枚
目の色版をつくる。多色刷りをする
場合は普通淡い色から刷り重ねる。

ぶいぶい、A［木版・紙／20×25cm］ 2001　早
はや

川
かわ

純
じゅん

子
こ

［東京都・1970～］

多色刷り木版画のプロセス
多色刷り木版画のうち、比較的制作しやすい主

おも

版
はん

法を紹介す
る。主版法は始めに主となる版を制作し、その版を基にして
複数の色版をつくる方法である。多色刷りを行う場合は刷る
紙の位置を決めるための目印（見当）をつくり、印刷ずれしな
いようにする。版木全体を使って作品をつくる場合には図の
ような見当板をつくるとよい。 P32～37    浮世絵版画の魅力

紙

インク

版

プレス機紙

インク

版
水

削除

削除

削除

削除

令和６年度用『高校生の美術１』教科書 訂正のお願い

令和６年12月

　令和６年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和７年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。

日本文教出版株式会社

ページ・行 原　　　　　文 訂　　正　　文 理由

28ページ
上段左

所蔵館から
修正依頼が
あり、所蔵
館の表記に
統一するた
め。

61ページ
下段右

モチーフであ
る煮干しの
画像が完成
作品として掲
載されていた
ため、完成
作品の画像
に差し替え
る。

62ページ
中央

所蔵館の名
称が変更に
なったため。

114ページ

中段左

115ページ

下段中央

144ページ

中段左



　大正末期から昭和初期にかけては、シュルレアリスム
や抽象主義などをもたらした前衛美術やプロレタリア美
術が登場したが、台頭した軍国主義のもとで活動は次第
に制約を受け、終息に向かった。

第二次世界大戦後の日本の美術 Ç～Ü

　第二次世界大戦後の美術は、美術団体の復活や再編成 

から出発したが、新しい傾向として団体に属さず独自の 

創作活動を進める作家も増えた。欧米の革新的な美術の 

受け入れも再び盛んになる一方、棟
むな

方
かた

志
し

功
こう

、菅
すが

井
い

汲
くみ

、浜
はま

口
ぐち

陽
よう

三
ぞう

などのように、国際的な版画の展覧会で高い評価 

を受けたり、海外で活躍したりする作家が登場した。 
1950年代には、吉

よし

原
はら

治
じ

良
ろう

を中心とした前衛美術集団「具
体美術協会」や斎

さい

藤
とう

義
よし

重
しげ

などが、絵画や彫刻など従来の
形式や技法の枠を打ち破る多様な表現を展開した。1960

年代には土、 石、木、鉄などの素材にあまり手を加えず
に展示する「もの派」と呼ばれる作家も現れた。菅

すが

木
き

志
し

雄
お

、関
せき

根
ね

伸
のぶ

夫
お

、李
り

禹
う

煥
ふぁん

などは配置した素材と周囲の空間
を意識させる作品を制作した。
　また、岡

おか

本
もと

太
た

郎
ろう

は1960年代以後数多くの国際展に
出品して高い評価を受け、絵画や彫刻のほか、デザイ
ン、評論など多方面に広く意欲的に活躍した。彫刻で
は、人体彫刻が主流であった1950年代に、堀

ほり

内
うち

正
まさ

和
かず

が
抽象彫刻の制作を本格的に始めた。
　戦後の経済復興と高度成長の中、東京オリンピックや 

大阪万博の開催という国家的イベントもあり、建築やデ
ザインも新たな展開を迎えた。建築では丹

たん

下
げ

健
けん

三
ぞう

が国
立代々木屋内総合競技場と付属体育館を独創的な形体で
設計した。デザインでは亀

かめ

倉
くら

雄
ゆう

策
さく

や田
た

中
なか

一
いっ

光
こう

など、グラ
フィックデザインの分野で人材を数多く輩出している。
　戦後の映画では黒

くろ

澤
さわ

明
あきら

の作品が世界的に高い評価を得
ており、手

て

塚
づか

治
おさ

虫
む

は漫画に映画的な手法を取り入れるな
ど新しい表現方法を確立した。

今日の日本の美術の展開 á～â

　多様に展開する現代の美術においては村
むら

上
かみ

隆
たかし

、奈
な

良
ら

美
よし

智
とも

、草
くさ

間
ま

彌
や よ い

生などが世界的な知名度を誇り、建築では磯
いそ

崎
ざき

新
あらた

、安
あん

藤
どう

忠
ただ

雄
お

、坂
ばん

 茂
しげる

、藤
ふじ

森
もり

照
てる

信
のぶ

が意欲的に活動し、
ファッションでは三

み

宅
やけ

一
いっ

生
せい

が注目を集めている。
　日本のアニメーションでは宮

みや

崎
ざき

駿
はやお

、大
おお

友
とも

克
かつ

洋
ひろ

、押
おし

井
い

守
まもる

、山
やま

村
むら

浩
こう

二
じ

、庵
あん

野
の

秀
ひで

明
あき

、細
ほそ

田
だ

守
まもる

、新
しん

海
かい

誠
まこと

などが世界的
に高い評価を得ている。日本の漫画は世界中で翻訳さ
れており藤

ふじ

子
こ

・F・不
ふ

二
じ

雄
お

、鳥
とり

山
やま

明
あきら

、荒
あら

木
き

飛
ひ

呂
ろ

彦
ひこ

、岸
きし

本
もと

斉
まさ

史
し

らが広い知名度を獲得している。メディア・アートパ
フォーマンスではダムタイプが、インタラクティブな映
像表現やプロジェクションマッピングでは高い技術力を
誇るライゾマティクス、teamLab、NAKEDが様々な場所
で新しい映像空間を創出している。
　また、21世紀には日本の様々な地域で国際的なアー
ト・プロジェクトが展開されるようになった。大地の芸
術祭　越後妻有アートトリエンナーレ、瀬戸内国際芸術
祭、横浜トリエンナーレなど、地域の課題や日常生活と
美術が出会うことから生まれる、関係性に着目した新し
い表現にも注目が集まっている。

É 白い円
［アクリル絵の具・キャンヴァス／
194×259cm］ 1967 大原美術館蔵［岡山県］

吉
よし

原
はら

治
じ

良
ろう

［大阪府・1905～72］

Ç パリの屋根［カラーメゾチント／18.3×18.4cm］
1956 国立国際美術館蔵［大阪府］

浜
はま

口
ぐち

陽
よう

三
ぞう

［和歌山県・1909～2000］

P144    浜口

Ü 新宝島（部分） 1947

作画：手
て

塚
づか

治
おさ

虫
む

［大阪府・1928～89］
原案構成：酒

さか

井
い

七
しち

馬
ま

P43    手塚

à 光の教会（日本キリスト教団 茨木春日丘教会） 
1989 ［大阪府］

安
あん

藤
どう

忠
ただ

雄
お

［大阪府・1941～］
â 君の名は。［カラー／107分］ 2016 

新
しん

海
かい

 誠
まこと

［長野県・1973～］

á 727［アクリル・キャンヴァス／300×450cm］ 1996

村
むら

上
かみ

 隆
たかし

［東京都・1962～］ P131    村上

Ö 東京オリンピック［103×72.8cm］ 
1962 復刻版1990

亀
かめ

倉
くら

雄
ゆう

策
さく

［新潟県・1915～97］
写真：早

はや

崎
さき

 治
おさむ

フォトディレクター：村
むら

越
こし

 襄
じょう

P73    亀倉

Ñ 無限状況［木］ 1970

菅
すが

木
き

志
し

雄
お

［静岡県・1944～］
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はま

口
ぐち

陽
よう

三
ぞう

などのように、国際的な版画の展覧会で高い評価 

を受けたり、海外で活躍したりする作家が登場した。 
1950年代には、吉

よし

原
はら

治
じ

良
ろう

を中心とした前衛美術集団「具
体美術協会」や斎

さい

藤
とう

義
よし

重
しげ

などが、絵画や彫刻など従来の
形式や技法の枠を打ち破る多様な表現を展開した。1960

年代には土、 石、木、鉄などの素材にあまり手を加えず
に展示する「もの派」と呼ばれる作家も現れた。菅

すが

木
き

志
し

雄
お

、関
せき

根
ね

伸
のぶ

夫
お

、李
り

禹
う

煥
ふぁん

などは配置した素材と周囲の空間
を意識させる作品を制作した。
　また、岡

おか

本
もと

太
た

郎
ろう

は1960年代以後数多くの国際展に
出品して高い評価を受け、絵画や彫刻のほか、デザイ
ン、評論など多方面に広く意欲的に活躍した。彫刻で
は、人体彫刻が主流であった1950年代に、堀

ほり

内
うち

正
まさ

和
かず

が
抽象彫刻の制作を本格的に始めた。
　戦後の経済復興と高度成長の中、東京オリンピックや 

大阪万博の開催という国家的イベントもあり、建築やデ
ザインも新たな展開を迎えた。建築では丹

たん

下
げ

健
けん

三
ぞう

が国
立代々木屋内総合競技場と付属体育館を独創的な形体で
設計した。デザインでは亀

かめ

倉
くら

雄
ゆう

策
さく

や田
た

中
なか

一
いっ

光
こう

など、グラ
フィックデザインの分野で人材を数多く輩出している。
　戦後の映画では黒

くろ

澤
さわ

明
あきら

の作品が世界的に高い評価を得
ており、手

て

塚
づか

治
おさ

虫
む

は漫画に映画的な手法を取り入れるな
ど新しい表現方法を確立した。

今日の日本の美術の展開 á～â

　多様に展開する現代の美術においては村
むら

上
かみ

隆
たかし

、奈
な

良
ら

美
よし

智
とも

、草
くさ

間
ま

彌
や よ い

生などが世界的な知名度を誇り、建築では磯
いそ

崎
ざき

新
あらた

、安
あん

藤
どう

忠
ただ

雄
お

、坂
ばん

 茂
しげる

、藤
ふじ

森
もり

照
てる

信
のぶ

が意欲的に活動し、
ファッションでは三

み

宅
やけ

一
いっ

生
せい

が注目を集めている。
　日本のアニメーションでは宮

みや

崎
ざき

駿
はやお

、大
おお

友
とも

克
かつ

洋
ひろ

、押
おし

井
い

守
まもる

、山
やま

村
むら

浩
こう

二
じ

、庵
あん

野
の

秀
ひで

明
あき

、細
ほそ

田
だ

守
まもる

、新
しん

海
かい

誠
まこと

などが世界的
に高い評価を得ている。日本の漫画は世界中で翻訳さ
れており藤

ふじ

子
こ

・F・不
ふ

二
じ

雄
お

、鳥
とり

山
やま

明
あきら

、荒
あら

木
き

飛
ひ

呂
ろ

彦
ひこ

、岸
きし

本
もと

斉
まさ

史
し

らが広い知名度を獲得している。メディア・アートパ
フォーマンスではダムタイプが、インタラクティブな映
像表現やプロジェクションマッピングでは高い技術力を
誇るライゾマティクス、teamLab、NAKEDが様々な場所
で新しい映像空間を創出している。
　また、21世紀には日本の様々な地域で国際的なアー
ト・プロジェクトが展開されるようになった。大地の芸
術祭　越後妻有アートトリエンナーレ、瀬戸内国際芸術
祭、横浜トリエンナーレなど、地域の課題や日常生活と
美術が出会うことから生まれる、関係性に着目した新し
い表現にも注目が集まっている。

É 白い円
［アクリル絵の具・キャンヴァス／
194×259cm］ 1967 大原美術館蔵［岡山県］

吉
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原
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じ
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［大阪府・1905～72］

Ç パリの屋根［カラーメゾチント／18.3×18.4cm］
1956 国立国際美術館蔵［大阪府］

浜
はま

口
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陽
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［和歌山県・1909～2000］

P144    浜口

Ü 新宝島（部分） 1947

作画：手
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［大阪府・1928～89］
原案構成：酒
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馬
ま
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à 光の教会（日本キリスト教団 茨木春日丘教会） 
1989 ［大阪府］
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â 君の名は。［カラー／107分］ 2016 
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á 727［アクリル・キャンヴァス／300×450cm］ 1996
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1962 復刻版1990
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Ñ 無限状況［木］ 1970
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［岩手県・1944～］
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凸版画（木版画など）

平版画（リトグラフなど）孔版画（シルクスクリーンなど）

凹版画（銅版画など）
凸版画は絵柄のない部分を削って版を
つくり、凸部にインクを付けて刷る方
法である。木版画は版をつくるのが比
較的容易で材料が入手しやすい。畦地
の作品は力強い輪郭線などに素朴な味
わいが感じられる。

平版画（リトグラフ）は水と油の反発作用を利用して印
刷する。版面に油性の描画材で描き、版の上に水を薄
く引く。その上から油性インクを付けたローラーを転
がすと、水のある部分にはインクが付かず、描いたと
ころだけに付く。ぼかしやにじみなどを印刷できるの
が特徴で、ローゼンクイストは筆触の加減で立体的な
質感を表している。

孔版画は版の孔（穴）からインクを通過さ
せて刷る方法である。シルクスクリーン
ではインクを通す素材を枠に張ったスク
リーンに、目止めによってインクの通ら
ない部分をつくり、上からインクを刷り
込んで印刷する。靉嘔はシルクスクリー
ンの特性を生かして、色彩の段階的な変
化を鮮やかに表している。

凹版画は絵柄の部分を彫り込んで版をつく
り、その凹部（溝）にインクを詰め、プレス
機で圧力をかけて刷る方法である。版には
銅板が使われることが多く、版を直接削る
方法と腐食液を用いる方法（エッチング）な
どがある。浜口は最初に版全体を傷付け、
黒く印刷できるようにした後、図柄の部分
を磨き絵柄を浮き出させるメゾチントの技
法を用いている。

エキスポ67のための壁画
─ファイヤーポール 33'×17'
［リトグラフ／74.6×56.8cm］ 1967

ジェームズ・ローゼンクイスト［アメリカ・1933～2017］

ジャン・ケン・ポン ピース・サイン1
［シルクスクリーン／73.4×54.7cm］ 
1971 滋賀県立近代美術館蔵

靉
あい

嘔
おう

［茨城県・1931～］

青いぶどう［カラーメゾチント／
14.6×19.5cm］ 1956 

国立国際美術館蔵［大阪府］

浜
はま

口
ぐち

陽
よう

三
ぞう

［和歌山県・1909～2000］

P122    浜口

ささやき［多色木版・紙／
19.3×20.4cm］ 1978

畦
あぜ

地
ち

梅
うめ

太
た

郎
ろう

［愛媛県・1902～99］

紙

紙

ばれん プレス機

プレス機
スキージー

インク

インク

版

版

P32～37    浮世絵版画の魅力

P38・39    版で表す

版画は版のつくり方や印刷方法の違いから凸版画、凹版画、平版画、孔版画に
大きく分類することができる。木版画、銅版画、リトグラフ（石版画）、シルクスクリーンなどは
版に使う材料などから付けられた名称で、四つの分類のどれかに含まれる。

版画の種類

刷り紙

版木

見当板

引き付け見当 鍵見当

1 墨汁で黒く塗った版木の上に下絵
をのせ、間に白チョークを塗った転写
紙を挟み、上からなぞって版木に写す。

5 刷り上がった主版。彫り足りない部
分をさらに彫り、色版の下絵をつくる
ために見当に合わせ薄紙に再度刷る。

2 彫刻刀で彫る。版木が黒く塗って
あるので刷り上がりの状態が分かり
やすい。

6 薄紙に刷った主版に水性絵の具や色
鉛筆などで色を加え、色版の下絵をつ
くる。色数が多くならないようにする。

3 彫り上がった版木にローラーで油
性インクを付ける。水性絵の具で刷
る場合は絵の具に少量の糊

のり

を混ぜる。

7色版1 6でつくった下絵を裏返し、
見当に合わせて新しい版木に写す。
下絵に沿って彫り進め色版をつくる。

4 インクを付けた版木の上に、見当
に合わせて刷り紙を置き、当て紙を
当てて上からばれんで刷る。

8色版1＋色版2 7と同様にして2枚
目の色版をつくる。多色刷りをする
場合は普通淡い色から刷り重ねる。

ぶいぶい、A［木版・紙／20×25cm］ 2001　早
はや

川
かわ

純
じゅん

子
こ

［東京都・1970～］

多色刷り木版画のプロセス
多色刷り木版画のうち、比較的制作しやすい主

おも

版
はん

法を紹介す
る。主版法は始めに主となる版を制作し、その版を基にして
複数の色版をつくる方法である。多色刷りを行う場合は刷る
紙の位置を決めるための目印（見当）をつくり、印刷ずれしな
いようにする。版木全体を使って作品をつくる場合には図の
ような見当板をつくるとよい。 P32～37    浮世絵版画の魅力
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版
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インク
スキージー

スクリーン

紙

版

凸版画（木版画など）

平版画（リトグラフなど）孔版画（シルクスクリーンなど）

凹版画（銅版画など）
凸版画は絵柄のない部分を削って版を
つくり、凸部にインクを付けて刷る方
法である。木版画は版をつくるのが比
較的容易で材料が入手しやすい。畦地
の作品は力強い輪郭線などに素朴な味
わいが感じられる。

平版画（リトグラフ）は水と油の反発作用を利用して印
刷する。版面に油性の描画材で描き、版の上に水を薄
く引く。その上から油性インクを付けたローラーを転
がすと、水のある部分にはインクが付かず、描いたと
ころだけに付く。ぼかしやにじみなどを印刷できるの
が特徴で、ローゼンクイストは筆触の加減で立体的な
質感を表している。

孔版画は版の孔（穴）からインクを通過さ
せて刷る方法である。シルクスクリーン
ではインクを通す素材を枠に張ったスク
リーンに、目止めによってインクの通ら
ない部分をつくり、上からインクを刷り
込んで印刷する。靉嘔はシルクスクリー
ンの特性を生かして、色彩の段階的な変
化を鮮やかに表している。

凹版画は絵柄の部分を彫り込んで版をつく
り、その凹部（溝）にインクを詰め、プレス
機で圧力をかけて刷る方法である。版には
銅板が使われることが多く、版を直接削る
方法と腐食液を用いる方法（エッチング）な
どがある。浜口は最初に版全体を傷付け、
黒く印刷できるようにした後、図柄の部分
を磨き絵柄を浮き出させるメゾチントの技
法を用いている。

エキスポ67のための壁画
─ファイヤーポール 33'×17'
［リトグラフ／74.6×56.8cm］ 1967

ジェームズ・ローゼンクイスト［アメリカ・1933～2017］

ジャン・ケン・ポン ピース・サイン1
［シルクスクリーン／73.4×54.7cm］ 
1971 滋賀県立美術館蔵

靉
あい

嘔
おう

［茨城県・1931～］

青いぶどう［カラーメゾチント／
14.6×19.5cm］ 1956 

国立国際美術館蔵［大阪府］

浜
はま

口
ぐち

陽
よう

三
ぞう

［和歌山県・1909～2000］

P122    浜口

ささやき［多色木版・紙／
19.3×20.4cm］ 1978

畦
あぜ
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郎
ろう

［愛媛県・1902～99］

紙

ばれん プレス機

インク

版

P32～37    浮世絵版画の魅力

P38・39    版で表す

版画は版のつくり方や印刷方法の違いから凸版画、凹版画、平版画、孔版画に
大きく分類することができる。木版画、銅版画、リトグラフ（石版画）、シルクスクリーンなどは
版に使う材料などから付けられた名称で、四つの分類のどれかに含まれる。

版画の種類

刷り紙

版木

見当板

引き付け見当 鍵見当

1 墨汁で黒く塗った版木の上に下絵
をのせ、間に白チョークを塗った転写
紙を挟み、上からなぞって版木に写す。

5 刷り上がった主版。彫り足りない部
分をさらに彫り、色版の下絵をつくる
ために見当に合わせ薄紙に再度刷る。

2 彫刻刀で彫る。版木が黒く塗って
あるので刷り上がりの状態が分かり
やすい。

6 薄紙に刷った主版に水性絵の具や色
鉛筆などで色を加え、色版の下絵をつ
くる。色数が多くならないようにする。

3 彫り上がった版木にローラーで油
性インクを付ける。水性絵の具で刷
る場合は絵の具に少量の糊

のり

を混ぜる。

7色版1 6でつくった下絵を裏返し、
見当に合わせて新しい版木に写す。
下絵に沿って彫り進め色版をつくる。

4 インクを付けた版木の上に、見当
に合わせて刷り紙を置き、当て紙を
当てて上からばれんで刷る。

8色版1＋色版2 7と同様にして2枚
目の色版をつくる。多色刷りをする
場合は普通淡い色から刷り重ねる。

ぶいぶい、A［木版・紙／20×25cm］ 2001　早
はや

川
かわ

純
じゅん

子
こ

［東京都・1970～］

多色刷り木版画のプロセス
多色刷り木版画のうち、比較的制作しやすい主

おも

版
はん

法を紹介す
る。主版法は始めに主となる版を制作し、その版を基にして
複数の色版をつくる方法である。多色刷りを行う場合は刷る
紙の位置を決めるための目印（見当）をつくり、印刷ずれしな
いようにする。版木全体を使って作品をつくる場合には図の
ような見当板をつくるとよい。 P32～37    浮世絵版画の魅力
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凸版画（木版画など）

平版画（リトグラフなど）孔版画（シルクスクリーンなど）

凹版画（銅版画など）
凸版画は絵柄のない部分を削って版を
つくり、凸部にインクを付けて刷る方
法である。木版画は版をつくるのが比
較的容易で材料が入手しやすい。畦地
の作品は力強い輪郭線などに素朴な味
わいが感じられる。

平版画（リトグラフ）は水と油の反発作用を利用して印
刷する。版面に油性の描画材で描き、版の上に水を薄
く引く。その上から油性インクを付けたローラーを転
がすと、水のある部分にはインクが付かず、描いたと
ころだけに付く。ぼかしやにじみなどを印刷できるの
が特徴で、ローゼンクイストは筆触の加減で立体的な
質感を表している。

孔版画は版の孔（穴）からインクを通過さ
せて刷る方法である。シルクスクリーン
ではインクを通す素材を枠に張ったスク
リーンに、目止めによってインクの通ら
ない部分をつくり、上からインクを刷り
込んで印刷する。靉嘔はシルクスクリー
ンの特性を生かして、色彩の段階的な変
化を鮮やかに表している。

凹版画は絵柄の部分を彫り込んで版をつく
り、その凹部（溝）にインクを詰め、プレス
機で圧力をかけて刷る方法である。版には
銅板が使われることが多く、版を直接削る
方法と腐食液を用いる方法（エッチング）な
どがある。浜口は最初に版全体を傷付け、
黒く印刷できるようにした後、図柄の部分
を磨き絵柄を浮き出させるメゾチントの技
法を用いている。

エキスポ67のための壁画
─ファイヤーポール 33'×17'
［リトグラフ／74.6×56.8cm］ 1967

ジェームズ・ローゼンクイスト［アメリカ・1933～2017］

ジャン・ケン・ポン ピース・サイン1
［シルクスクリーン／73.4×54.7cm］ 
1971 滋賀県立近代美術館蔵

靉
あい

嘔
おう

［茨城県・1931～］

青いぶどう［カラーメゾチント／
14.6×19.5cm］ 1956 

国立国際美術館蔵［大阪府］

浜
はま

口
ぐち

陽
よう

三
ぞう

［和歌山県・1909～2000］

P122    浜口

ささやき［多色木版・紙／
19.3×20.4cm］ 1978

畦
あぜ

地
ち

梅
うめ

太
た

郎
ろう

［愛媛県・1902～99］

紙

紙

ばれん プレス機

プレス機
スキージー

インク

インク

版

版

P32～37    浮世絵版画の魅力

P38・39    版で表す

版画は版のつくり方や印刷方法の違いから凸版画、凹版画、平版画、孔版画に
大きく分類することができる。木版画、銅版画、リトグラフ（石版画）、シルクスクリーンなどは
版に使う材料などから付けられた名称で、四つの分類のどれかに含まれる。

版画の種類

刷り紙

版木

見当板

引き付け見当 鍵見当

1 墨汁で黒く塗った版木の上に下絵
をのせ、間に白チョークを塗った転写
紙を挟み、上からなぞって版木に写す。

5 刷り上がった主版。彫り足りない部
分をさらに彫り、色版の下絵をつくる
ために見当に合わせ薄紙に再度刷る。

2 彫刻刀で彫る。版木が黒く塗って
あるので刷り上がりの状態が分かり
やすい。

6 薄紙に刷った主版に水性絵の具や色
鉛筆などで色を加え、色版の下絵をつ
くる。色数が多くならないようにする。

3 彫り上がった版木にローラーで油
性インクを付ける。水性絵の具で刷
る場合は絵の具に少量の糊

のり

を混ぜる。

7色版1 6でつくった下絵を裏返し、
見当に合わせて新しい版木に写す。
下絵に沿って彫り進め色版をつくる。

4 インクを付けた版木の上に、見当
に合わせて刷り紙を置き、当て紙を
当てて上からばれんで刷る。

8色版1＋色版2 7と同様にして2枚
目の色版をつくる。多色刷りをする
場合は普通淡い色から刷り重ねる。

ぶいぶい、A［木版・紙／20×25cm］ 2001　早
はや

川
かわ

純
じゅん

子
こ

［東京都・1970～］

多色刷り木版画のプロセス
多色刷り木版画のうち、比較的制作しやすい主

おも

版
はん

法を紹介す
る。主版法は始めに主となる版を制作し、その版を基にして
複数の色版をつくる方法である。多色刷りを行う場合は刷る
紙の位置を決めるための目印（見当）をつくり、印刷ずれしな
いようにする。版木全体を使って作品をつくる場合には図の
ような見当板をつくるとよい。 P32～37    浮世絵版画の魅力
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／
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5 刷り上がった主版。彫り足りない部
分をさらに彫り、色版の下絵をつくる
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あるので刷り上がりの状態が分かり
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鉛筆などで色を加え、色版の下絵をつ
くる。色数が多くならないようにする。

3 彫り上がった版木にローラーで油
性インクを付ける。水性絵の具で刷
る場合は絵の具に少量の糊

のり

を混ぜる。

7色版1 6でつくった下絵を裏返し、
見当に合わせて新しい版木に写す。
下絵に沿って彫り進め色版をつくる。

4 インクを付けた版木の上に、見当
に合わせて刷り紙を置き、当て紙を
当てて上からばれんで刷る。

8色版1＋色版2 7と同様にして2枚
目の色版をつくる。多色刷りをする
場合は普通淡い色から刷り重ねる。

ぶいぶい、A［木版・紙／20×25cm］ 2001　早
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かわ

純
じゅん

子
こ

［東京都・1970～］

多色刷り木版画のプロセス
多色刷り木版画のうち、比較的制作しやすい主
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版
はん

法を紹介す
る。主版法は始めに主となる版を制作し、その版を基にして
複数の色版をつくる方法である。多色刷りを行う場合は刷る
紙の位置を決めるための目印（見当）をつくり、印刷ずれしな
いようにする。版木全体を使って作品をつくる場合には図の
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紙

インク

版

プレス機紙

インク

版
水

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予
定

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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先史

アース・ワーク メディア・アート

コンセプチュアル・アート ポリティカル・
アート

新表現主義

多文化的傾向

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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アンフォルメル

ポップ・アート
ネオ・ダダ

パフォーマンス
ミニマル・アート

抽象表現主義 ハプニング

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

1つと3つのシャベル
1965
ジョゼフ・コスース

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004
アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵 1965 棟方志功 727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 亀倉雄策

無限状況 1970
菅木志雄

光の教会
（日本キリスト教団 
茨木春日丘協会）
1989
安藤忠雄

Hoto 2008
宮島達男

バタフライスツール
1956  柳 宗理

これまでの美術の歴史を踏まえ、
最近の出来事を調べたり、
未来に残る美術を

想像したりしてみよう。

現在とこれからの
美術

新宝島
（部分） 
1947
手塚治虫
酒井七馬

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
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アース・ワーク メディア・アート

コンセプチュアル・アート ポリティカル・
アート

新表現主義

多文化的傾向

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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アンフォルメル

ポップ・アート
ネオ・ダダ

パフォーマンス
ミニマル・アート

抽象表現主義 ハプニング

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

1つと3つのシャベル
1965
ジョゼフ・コスース

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004
アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵 1965 棟方志功 727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 亀倉雄策

無限状況 1970
菅木志雄

光の教会
（日本キリスト教団 
茨木春日丘協会）
1989
安藤忠雄

Hoto 2008
宮島達男

バタフライスツール
1956  柳 宗理

これまでの美術の歴史を踏まえ、
最近の出来事を調べたり、
未来に残る美術を

想像したりしてみよう。

現在とこれからの
美術

新宝島
（部分） 
1947
手塚治虫
酒井七馬

削
除

ページ・行 原　　　　　文 訂　　正　　文 理由

108ページ
下段中央

パリオリン
ピック・パラ
リンピックが
開催されたた
め。

122ページ
上段左

作家の居住
地から出生
地の表記に
変更するた
め。

144ページ
中央 説明図中の

版を適切な
位置に修正
するため。

144ページ
中段右

説明図中に
水を追加する
ため。
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